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高齢者の運動実践が日常生活に及ぼす影響の分析
―訓子府町末広地区調査の結果から―
石 澤 伸 弘１） 上 田 知 行１） 本 多 理 紗２）
An empirical study on the roles of physical activities in improving the daily living
－From the investigation of elderlies who live in Suehiro area in Kunneppu town－
Nobuhiro ISHIZAWA１） Tomoyuki UEDA１） Risa HONDA２）
Abstract
The purpose of the study was to perform case studies to identify any factors defining daily living of the elderlies who live
in Suehiro area in kunneppu town by quantitatively and qualitatively focusing on participation in physical and sports activities
and activities of daily living（ADL）performance ability．Data for the study were collected using self administered questionnaires
completed by a hundred elderlies in Suehiro area．Based on the studies of Brown ＆ Frankel（１９９３），Yamaguchi et．al．（１９９５），
and other research findings，ten variables were hypothesized to determine the daily living and simultaneously entered into re-
gression equations；１）sex，２）sport participation，３）disease contraction，４）monthly medical expense，５）health status，６）ex-
istence of close friends，７）number of friends，８）degree of life satisfaction，９）degree of wellbeing，１０）activity of daily living
（ADL）performance ability．Two separate analyses were performed for sex and sport participation data sets．Overall，four ma-
jor findings were presented．First，the males were not only active but also healthy more than the females．Second，the males
had the friend more than the females．Third，the active participation in physical activities such as sports would have a positive
impact upon the degree of their life satisfaction，wellbeing and ADL．Forth，the inactive group is found to spend ４，０００ Yen
more than the active group in the average of monthly medical expenses．
（Bulletin of the Northern Regions Lifelong Sports Research Center Hokusho Univ. 2010, Vol.１：９－１６）
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Ⅰ．緒 言
本研究の対象となった訓子府町は道東のオホーツク総
合振興局（２０１０年４月１日に網走支庁に代わって設置さ
れた総合振興局）管内に位置する町であり，昭和２６年か
ら町制を施行している。国勢調査による人口は，昭和３０
年の１０，９０３人がピークであり，それ以降は減少を続け，
平成１９年には５，９０１人となっており，現在，高齢化率は
３０．３％となっている。
訓子府町では地域における介護予防の推進に向けて，
地域で取り組んでいる介護予防事業への支援や，特定高
齢者などへの通所型介護予防事業，または介護予防サポー
ター養成事業などを開催している。また，平成２１年度か
らは，地域の高齢者などの見守りや，支え合いネットワー
クの構築に向けて地域と連携し，高齢者の実態把握に向
けた連携事業もスタートしている。また，今回調査をお
こなった末広地区は，訓子府町の中でこれから上記のよ
うな事業展開を計画しているエリアであり，より効果的
な事業にするためのデータが必要となった。
本研究を行うにあたり，石澤はわが国におけるこれま
での高齢者を対象とした研究動向の成果を概観した１２）。
その中で，介護・福祉分野に着目した研究を見てみると，
食生活の改善に関する研究１）５）１５）１８）２３）２７）３１）３７）３８）４４）や，サ
クセスフルエイジング・幸福感向上に関する研究１７）２０）２２）２４）３２）３３）３５）４５）
が充実しており，またサポートネットワークに関する研
究７）２８）２９）３０）３４）３６）や，介護保険に関するもの２），閉じこもり
や孤独死に関する研究６）１６）２６）３９）などもみられた。
しかし，これら先行研究は比較的大きな都市に在住す
る一般的な高齢者をターゲットにしたものが多く，訓子
府町のように小規模町で，かつ厳しい冬場の気候や限定
された交通手段などの環境の下で生活をする高齢者に限
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定したものは少数で，これからの取り組みが期待される
点といえよう４）。
また，以上の先行研究は体育学の見地からのアプロー
チはほぼ皆無といってよく，高齢者の運動・スポーツ実
施が，日常生活にどのような影響を及ぼすのかについて
は充分明らかにされているとはいえない状態である４０）４３）。
したがって，本研究の目的は訓子府町末広地区に着目
して，同地区に居住する高齢者の運動・スポーツ実施が
日常生活に与える影響を分析することである。
Ⅱ．研究方法
１．調査方法と情報提供者
本研究では平成２１年１０～１１月にかけて訓子府町末広地
区在住の高齢者を対象にアンケート調査を実施した。こ
のアンケートは，地元の保健師や民生委員が，同地区に
居住する全ての高齢者を訪問し，記入をお願いした。対
象者１０９名に対し，有効回答数は１００（９１．７％）であった。
また，回答をよせた情報提供者の中から承諾を得た５名
に対して，後日インタビュー調査も実施した。
２．調査内容
１）アンケート調査
本研究におけるアンケート調査の項目とその内容は以
下のとおりである。（表１）
①年齢，性別：情報提供者の満年齢と性別をたずねた。
②運動・スポーツ実施状況：情報提供者に現在の運動・
スポーツ実施の有無を聞き，「活動群」と「非活動群」
に分類した。
③疾病罹患状況：現在も含め，これまでの内臓疾患の罹
患状況をたずね，ダミー変数化した。
④月医療費：現在，情報提供者が一ヶ月に支払っている
医療費の実費額。
⑤主観的健康状況：情報提供者の現在の主観的な健康状
態をたずねたもので，長寿社会開発センターの全国
調査４７）で用いられているものである。自分の健康を
「全く健康」から「不健康」までの４段階尺度を用い
て評価してもらった。
⑥友人の存在：情報提供者の現在の友人の有無をたずね，
ダミー変数化した。
⑦友人数：友人がいる場合，その人数をたずねた。
⑧生活満足度：Brownと Frankel３）によって開発され，
山口４１）によって日本語版にされた，「家族関係」，「友
人関係」，「余暇活動」，「生活環境」，「経済状況」，「健
康状態」，「生活全体」の７項目のQOLを構成する項
目を「満足している」から「満足していない」までの
５段階尺度で測定したものの総和であり，満点は３５点
である。
⑨主観的幸福感：Lawton１９）により開発され，前田ら２１）に
より翻訳された PGCモラールスケールを本研究では
用いた。これは高齢者の生き甲斐感情を知るための一
尺度であり，欧米を始め，わが国でも高齢者福祉現場
で活用されている臨床的にも妥当性の高い尺度である。
本研究では１７項目ある同尺度を２段階尺度で評価し，
肯定の回答に対して得点２を与えた。満点は３４点であ
る。
⑩ADL（日常生活動作）能力：ADL能力は「新体力テ
スト」で用いられているADLテスト（１２項目：歩行，
走行，飛越，階段昇降，起立，更衣，運搬等）を実際
に記入してもらい，現段階におけるADL成就能力を
測った。ADL得点とは１２項目からなるADLテスト
の成就度を「できる」から「できない」までの３段階
尺度で測定したものの総和であり，満点は３６点である。
表１ 調査項目
項目名 尺 度
年齢 実数（満年齢）
運動・スポーツ実施状況 １．「非活動群」，２．「活動群」
疾病罹患状況 １．「なし」，２．「あり」
月医療費 実数（円）
主観的健康状況 １．「不健康」～ ４．「全く健康」
友人の存在 １．「なし」，２．「あり」
友人数 実数（人）
生活満足度 １．「満足していない」～ ５．「満足している」
主観的幸福感 １．「いいえ」，２．「はい」
ADL能力 １．「できない」 ～ ３．「できる」
２）インタビュー調査
本研究ではアンケート調査の結果を基に，「男性活動
者」と「男性非活動者」から１名ずつ，また，「女性活
動者」１名と「女性非活動者」２名の計５名に対して本
人の承諾を得た上でインタビュー調査を実施した。なお
聞き取り項目は以下のとおりである。
①運動・スポーツ実施状況：「活動群」の情報提供者に
対して，現在の運動・スポーツ実施状況をたずねた。
②運動・スポーツ断念要因：「非活動群」の情報提供者
に対して，なぜ現状に至ったのかをたずねた。
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③「生活満足度」，「主観的幸福感」規定要因：日常生活
の中で，「生活満足度」や「主観的幸福感」などを規
定する具体的な要因をたずねた。
④「ADL（日常生活動作）能力」規定要因：日常生活
の中で「ADL能力」を規定する具体的な要因をたず
ねた。
３．分析方法
アンケート調査の分析方法は，はじめに情報提供者の
特性をみるために単純集計を実施し，次に，「性別」お
よび，運動・スポーツ実施状況から情報提供者を「活動
群」と「非活動群」に分類し，それぞれの項目の平均値
を，ｔ検定を用いて二群比較を行った。なお，分析にあ
たっては統計アプリケーションソフト SPSS（ver．１４）
を使用した。
また，インタビュー調査においては情報提供者からの
承諾のもと，内容を録音し，その内容を石澤が行った後
期高齢者を対象にした先行研究１３）に則り，文脈分析を行っ
た。
Ⅲ．結 果
１．アンケート調査
１）情報提供者の属性（表２）
情報提供者の属性は表２のとおりである。まず性別は
男性が４３％，女性が５７％であった。また，「年齢」は，
最年少が６５歳，最高齢が９２歳であり，平均年齢は７４．４歳
であった。
現在の運動・スポーツ実施状況から情報提供者を「活
動群」，「非活動群」の２群に分類をしたところ，活動群
が３１．６％，非活動群は６８．４％であった。「疾病罹患状況」
では現在も含め，何らかの疾患に罹患している者が７０％
であった。「月医療費」では，現在健康で，全く払う必
要がない者が５０％おり，ちょうど半数を占めた。しかし，
一万円以上支出している者も７％おり，平均は一ヶ月あ
たり６，５２２円であった。
「主観的健康状況」は５４．４％が「全く健康」，「概ね健
康」と回答し，「少し不健康」，「不健康」の４５．６％を上
回った。「友人の存在」では，現在友人か「いる」と回
答した者が７０．５％おり，過半数を占めた。また，「友人
数」に関しては３．９人であった。
また，表にはないが，「生活満足度」は３５点満点中２６
点であり，この尺度を用いた山口や石澤などの先行研
究８）９）１０）１１）４１）４２）とほぼ同じ結果となった。また，「主観的
幸福感」は３４点満点中２７点であり，安永の先行研究４６）
に比べ，この値は高い傾向がみられ，本研究の情報提供
者は，「生活満足度」と「主観的幸福感」に関しては，
比較的高い値といえる。「ADL能力」は３６点満点中２４点
となり，同じ尺度を用いた石澤の研究１０）よりも若干低め
となった。
２）「性別」による二群比較 （表３）
「運動・スポーツ実施状況」，「疾病罹患状況」，「月医
療費」，「主観的健康状況」，「友人の存在」，「友人数」，
「生活満足度」，「主観的幸福感」，「ADL能力」のそれ
ぞれの項目について，「男性」と「女性」の平均値の差
の検定を行った結果，以下のことが明らかになった。な
お，平均年齢は男性が７３．４歳で，女性は７５．２歳であった。
まず，「運動・スポーツ実施状況」では５％水準で有
意な差が見られ，男性の方が女性より活動的であること
が明らかとなった。「疾病罹患状況」では有意差はみら
れなかった。
表２ 情報提供者の属性 （Ｎ＝１００）
項 目 カテゴリー Ｎ（％） 項 目 カテゴリー Ｎ（％）
＜年 齢＞ ６０歳代 １９（２９．９） ＜性 別＞ 男性 ４３（４３．０）
７０歳代 ４７（４８．５） 女性 ５７（５７．０）
８０歳代 １９（１９．５）
９０歳代 ２（２．０） ＜健康状況＞ 全く健康 １１（１２．２）
平 均 ７４．４歳 概ね健康 ３８（４２．２）
少し不健康 ３１（３４．５）
＜活動状況＞ 活動群 ３０（３１．６） 不健康 １０（１１．１）
非活動群 ６５（６８．４）
＜友人存在＞ いる ６７（７０．５）
＜疾病罹患＞ ない ３０（３０．０） いない ２８（２９．５）
ある ７０（７０．０）
＜友人数＞ ０人 ２８（２９．５）
＜月医療費＞ ０円 ５０（５０．０） ５人未満 ３６（３７．９）
３千円未満 １２（１２．０） ５～１０人 １７（１７．９）
３千～１万円 ３１（３１．０） １０人以上 １４（１４．７）
１万円以上 ７（７．０） 平 均 ３．９人
平 均 ６，５２２円
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「月医療費」では男性が６，４２６円，女性が５，８６８円と男
女で５５８円ほどの開きが見られたが，有意差は認められ
なかった。しかし，「主観的健康状況」では１％水準で
有意差がみられ，男性の方が女性に比べ，現在健康と考
えている者が多いことがわかった。末広地区の男性は，
月の医療費では女性を若干上回っているが，「健康であ
る」と考えている者も多いことが明らかとなった。
また，「友人の存在」においては有意な差は見られな
かったが，「いる」と回答したのは男性が多かった。ま
た，「いる」と回答した者に「友人数」をたずねたとこ
ろ，男性は５．４名，女性は２．８名と男性の方が友人数が多
く，ここでは５％水準で有意差がみられた。石澤の先行
研究では，「高齢期は女性の方が男性より友人との交流
が盛んで，友人数も多い」８）との指摘が見られるが，末
広地区の場合，それと逆の結果が見られた。
また，「生活満足度」，「主観的幸福感」において有意
差は見られなかったが，それぞれの項目において，僅か
ではあるが男性の方が高い数値を示し，ここでも先行研
究とは逆の結果が現れた８）。しかし，「ADL能力」に関
しては０．１％という高い水準での有意差がみられ，男性
が女性を大きく上回っていることが明らかとなり，これ
は先行研究１３）を裏付ける結果となった。
３）「活動群」と「非活動群」の二群比較（表４）
「疾病罹患状況」，「月医療費」，「主観的健康状況」，
「友人の存在」，「友人数」，「生活満足度」，「主観的幸福
感」，「ADL能力」のそれぞれの項目について，「活動群」
と「非活動群」の平均値の差の検定を行った結果，以下
のことが明らかになった。なお，平均年齢は活動群が７３．２
歳で，非活動群は７５．１歳であった。
まず，「疾病罹患状況」では１％水準で有意差がみら
れ，活動的な高齢者の方が非活動的な独居高齢者に比べ，
罹患している疾患が少ないことが明らかとなった。
また，５％水準の有意差がみられた「月医療費」では
活動群の平均が３，６４８円だったのに対して，非活動群は
７，７９６円と４千円以上高額であることが明らかとなった。
この結果から，活動的であることが医療費を抑制する効
果があるということが示唆された。「主観的健康状況」
でも１％水準で有意な差が見られ，活動群は健康状態も
良好であることがわかった。
また，「友人の存在」においては１％水準で有意差が
みられ，活動的な高齢者は友人との関係も強いことが明
らかとなり，友人の数も非活動群が３．１名に対して，活
動群は５．９名とほぼ倍の数値が示され，ここでも５％水
準の有意差が見られた。
「生活満足度」，「主観的幸福感」，「ADL能力」に関
しては０．１％という高い水準での有意差がみられた。こ
れにより，活動的なＳ地区高齢者は非活動的な者と比較
して，日常生活において極めて高い満足感やQOLの高
さを実感しているだけではなく，高い自立能力を有する
ことが明らかとなり，これまでの先行研究１３）と同様な結
果が得られた。高齢者においても，運動やスポーツ活動
を実施することにより身体的，精神的にも良好な状態を
維持できるということが示唆されたといえる。
表３ 性別と日常生活との関連
MEAN
男性 女性 ｔ値 有意差
１．運・ス実施状況 １．４４ ＞ １．２２ ２．２９ ＊
２．疾病罹患状況 １．７０ ＝ １．７０ ．０４ n．s．
３．月医療費 ６，６７３ ＞ ６，３５７ ．１３ n．s．
４．健康状況 ２．８３ ＞ ２．３４ ２．７９ ＊
５．友人の存在 １．７１ ＞ １．７０ ．１７ n．s．
６．友人数 ５．３６ ＞ ２．７７ ２．３３ ＊
７．生活満足度 ２６．７６ ＞ ２５．８７ ．７５ n．s．
８．主観的幸福感 ２８．１２ ＞ ２６．８７ １．４２ n．s．
９．ADL能力 ２７．３３ ＞ ２１．８７ ４．１１ ＊＊＊
＊ｐ＜．０５； ＊＊ｐ＜．０１； ＊＊＊ｐ＜．００１．
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２．インタビュー調査の結果
本研究ではアンケート調査の結果を基に，「男性活動
群」と「男性非活動群」，「女性活動群」と「女性非活動
群」の４群に分類した情報提供者の中から計５名に対し
て本人の承諾を得た上でインタビュー調査を実施した。
結果を以下に示す。
１）「運動・スポーツ実施状況」について
「活動群」の２名に対して，現在の運動・スポーツ実
施状況をたずねた。結果は表５のとおりである。
表５ 「運動・スポーツ実施状況」についてのインタビュー結果
性・年齢 実施種目 実施頻度 実施時間 継続年数
男（８０）
弓道 週２回 １時間／回 約６５年間
散歩 ほぼ毎日 １時間／回 約６年間
女（８０）
ゲートボール 週６日 ４時間／回 約２０年間
散歩 ほぼ毎日 １時間／回 約２０年間
２）「運動・スポーツ断念要因」について
「非活動群」の３名に対して，なぜ運動やスポーツを
していないのかをたずねた。結果は表６のとおりである。
表６ 「運動・スポーツ断念要因」についてのインタビュー結果
性・年齢 運動・スポーツ断念要因
男（７２） ５年間に及ぶ母親の在宅介護
女（７６） 心疾患，運動が苦手だし，するのも大儀だ
女（７９） 膝痛と糖尿病，膝痛のため移動がきつい
３）「生活満足度」，「主観的幸福感」規定要因について
日常生活の中で，生活満足度や主観的幸福感などを規
定する具体的な要因をたずねた。結果は表７のとおりで
ある。上２名が「活動群」で，下３名が「非活動群」で
ある。
表７ 「生活満足度」，「主観的幸福感」規定要因についてのインタビュー結果
性・年齢 「生活満足度」，「主観的幸福感」規定要因
男（８０） 独居だが，何事も自分の好きなようにできる
女（８０） 運動のお陰で体調が良く，何でも自分でできる
男（７２） 昨年まで母を在宅介護し，看取ることができた
女（７６） 物事に対してあまり興味がない，趣味もない
女（７９） 毎日の楽しみはテレビを見ること
４）「ADL（日常生活動作）能力」規定要因について
日常生活の中でADL能力を規定する具体的な要因を
たずねた。結果は表８のとおりである。上２名が「活動
群」で，下３名が「非活動群」である。
表８ 「ADL（日常生活動作）能力」規定要因についてのインタビュー結果
性・年齢 「ADL（日常生活動作）能力」規定要因
男（８０） 日々の身体活動，家事は全て一人でやっている
女（８０） ゲートボール，全天候型施設で冬季も実施
男（７２） 畑作や家の周辺作業でよく体を動かしている
女（７６） 天候がよければ毎回歩いて買い物に行く
女（７９） できる家事は自分ですることにしている
表４ 運動・スポーツ実施状況と日常生活との関連
MEAN
活動群 非活動群 ｔ値 有意差
１．疾病罹患状況 １．５３ ＜ １．８０ ２．７６ ＊＊
２．月医療費 ３，６４８ ＜ ７，７９６ ２．３１ ＊
３．健康状況 ３．００ ＞ ２．７３ ３．３９ ＊＊
４．友人の存在 １．９０ ＞ １．６３ ２．７５ ＊＊
５．友人数 ５．９３ ＞ ３．０９ ２．３７ ＊
６．生活満足度 ２９．２８ ＞ ２４．６０ ３．９９ ＊＊＊
７．主観的幸福感 ３０．４５ ＞ ２６．０２ ５．１７ ＊＊＊
８．ADL能力 ２８．２７ ＞ ２２．２８ ４．２４ ＊＊＊
＊ｐ＜．０５； ＊＊ｐ＜．０１； ＊＊＊ｐ＜．００１．
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Ⅳ．考 察
本研究の目的は訓子府町末広地区在住の高齢者を対象
として，運動・スポーツ活動が日常生活に及ぼす影響を
明らかにすることであったが，これまでの結果から以下
のことが明らかとなった。
１．男性の方が女性より活動的であるだけでなく，健康
も実感している。
２．男性の方が女性より友人数が多く，交友関係が広い。
３．身体活動が活発な高齢者は不活発な者と比べ，生活
満足度や主観的幸福感，ADL能力が高い。
４．身体活動が活発な独居高齢者は不活発な者と比べ，
一ヶ月あたりの医療費が４千円以上安い。
上記の１と２で示された「男性＞女性」との結果はこ
れまでの先行研究からはほとんど確認されず，訓子府町
の「地域特性」を如実に表しているといえる。
本研究ではアンケート調査からは測り知ることができ
ないこれら「地域特性」を，インタビュー調査から明ら
かにすることを試みた。末広地区の５名の高齢者の方と
のインタビューの中で浮き彫りとなったこの要因の一つ
は「移動手段の有無」であるといえる。
末広地区の男性高齢者は行動半径が広い大きい。従っ
て活動の幅も広く，友人も多い。一方，女性高齢者は移
動に関して配偶者や家族，公共交通機関に依存する傾向
が強く，その結果，男性に高齢者比べ行動半径や活動の
選択肢が狭まらざるを得ない。
公共交通機関はバスのみに限られ，タクシー数も疎ら
な訓子府町において「自分自身で車を運転ができる」と
いうことが行動半径を規定する大きな要因となる。行動
半径が拡がることで活動の選択肢も増え，交友関係も盛
んになっていくことが推察される。また，そのことが日
常生活に「楽しみ」や「満足感」をもたらす結果となり，
「健康観」にも影響を及ぼしているのではないだろうか？
都市部の高齢者をターゲットにした先行研究から「女
性は加齢と共により活発になり，男性はより不活発にな
る」や「引き籠もりは男性高齢者に多い」などの知見が
報告１４）されているが，これは大前提として，公共交通機
関がある程度整備されているエリアに限る知見と言える
かも知れない。
インタビューに協力いただいた３名の女性はいずれも
運転免許を保持しておらず，一方，２名の男性はいずれ
も免許を保持しており，高齢にも関わらず年間を通して
車を運転するとのことであった。「お父さんはヒマがあっ
たらいつも，北見市に行って，遊んでくるのよねぇ・・・。」
とインタビュー時に語った女性の一言が印象的であった。
訓子府町では高齢者でなくとも，通勤や通学，買い物
や通院などで，隣接する北見市まで足を伸ばす町民も少
なくなく，北見市へ移動することにより，着実に日常生
活の「選択肢」が増えることとなる。巷では昨今，交通
安全の面からも「高齢者の運転免許書の返納」などが議
論されてきているが，ただ単に返納を求めることだけで
はなく，特に，郡部においては「代替の交通機関の整備
をどのように進めていくか」といったことも同時に議論
されるべきであろう。「超高齢社会」に突入した我が国
においては最優先課題ともいえる。
また，上記３と４はこれまでの山口や石澤の先行研
究８）９）１０）１１）４１）４２）を上書きする結果となったが，末広地区の
運動・スポーツ実施者も，非実施者に比べ内科的疾患の
罹患率が低く，一ヶ月あたりの医療費は４千円以上も安
い。また運動・スポーツ実施者は，非実施者に比べ友人
の数も多く，身体もよく動く，その結果，日常生活にお
ける満足度も高いといえるのではなかろうか。
Ⅴ．ま と め
最後に訓子府町末広地区がこれからより効果的な事業
展開をしていくために以下の３つのポイントを提起して
まとめとする。
１．移動手段や送迎体制の充実。
２．在宅で出来る運動や身体活動プログラムの開発。
３．女性が参加しやすい運動や身体活動プログラムの開
発。
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抄 録
本研究の目的は道東訓子府町末広地区に着目して，同地区に居住する高齢者の運動・スポーツ実施状況が日常生活
に与える影響を分析することである。平成２１年１０～１１月にかけて同地区在住の高齢者を対象にアンケート調査を実施
し，有効回答数は１００部であった。また，回答をよせた情報提供者の中から承諾を得た５名に対して，後日インタビュー
調査も実施した。
調査内容は１）性別，２）運動・スポーツ実施状況，３）疾病罹患状況，４）月医療費，５）主観的健康状況，６）
友人の存在，７）友人数，８）生活満足度，９）主観的幸福感，１０）ADL（日常生活動作）能力である。上記の内
容を性別と，運動・スポーツ実施状況から「活動群」と「非活動群」に分けて分析した結果，以下のことが明らかと
なった。
１．男性の方が女性より活動的であるだけでなく，健康も実感している。
２．男性の方が女性より友人数が多く，交友関係が広い．
３．身体活動が活発な高齢者は不活発な者と比べ，生活満足度や主観的幸福感，ADL能力が高い。
４．身体活動が活発な独居高齢者は不活発な者と比べ，一ヶ月あたりの医療費が４千円以上安い。
キーワード：北海道，高齢者，運動・スポーツ活動，身体活動，QOL
高齢者の運動実践が日常生活に及ぼす影響の分析
―１６―
